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ろっこう 第37号

.顆.:息轟

加
入
し
て
ま
す
か
′

農
機
具
共
済
は
、

２２
年
度
実
績
で

８‐８
台
の
皆
様

の
大
切
な
農
機
具
を
引
受
し
て
お
り
ま
す
．

最
近
、
接
触
事
故
に
よ
る
破
損
や
異
物
の
巻
込

み
ま
た
、
落
雷
等
の
事
故
が
増
え
て
お
り
修
埋
費
も

高
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

昨
年
度
の
事
故
は
　
２４
台

（約
四
百
五
十
万
円
）

の
支
払
い
と
な
り
ま
し
た
．

日
頃
の

「整
備
　
点
検
」
に
努
め
、
万
か

の
事

故
に
備
え
て

一農
機
具
共
済
」
に
加
人
し
ま
し
ょ
つ
．

＞
果
物
の
混
入
で

ベ
ル
ト
が
■
損

火災共済に該当する事故

田～口の   ・ ●マ:

米地震等を原因とした損害は支払い対象になりません.

X罹災原因の分からない事故による損害は支払い対象になりません。
※消耗品 ま支払い対象になりません.

トラクター、コンバイン、田植機、乾燥機、防除機などの農業用機械
※集落等で共同所有 共同管理している農機具は代表者名で加入できま■



ろつこう 第37号

事故による免責例

格納してある農機具が火災に遭しヽ、焼損した。 0%
10%
30%
50%
50%
100%
100%

トラクター作業中 接角螂こより□―タリーを破損した。

収穫機を固場に放置し盗難に遭う。

収穫作業中 異物がベルトに巻込み破損した。

事故発生から組合への報告が6ヶ月以上経過した場合

消耗品(オイル ′ヽッテリベアリング等)による事故

重大な過失(オイルの入れ忘ll燃料の入れ違い等】こよる事故

農機具を買い替えた場合は 銘柄 型式 製造番号を確認に伺いますので、

早急に組合までこ連絡ください。

◎ ナンバープレートの無

い農機具は、引受できま

すか?

⊂跡ナンバープレートが無く
ても、公道以外では移動

できるので、引受は可能

です。ただし、公道での

移・ t中 の事故は対象外

となります。

に)トラクターを移動中、エン
ジンから異音がして走行

不能となりましたが、共済

事故の対象となりますか?

の 原因不明 故障 自然消耗

による事故は対象となり

ません。

白
）



ろっこう 第37号

震
作
物
　
畑
作
物
　
塚
畜
共
済
及
び
園
芸

施
設
共
済
無
事
戻
し
金
を
９
月
９
日
、
各
指
定

金
融
機
関
へ
振
込
み
ま
し
た
。

的目
　
稲
　
稲

済
　
水
　
陸

土
（

無事戻 し金支払い状況

戸  数    支 払 額

麦

家    畜

園 芸 施 設

合    計

1,917戸

1戸

1アヨ

12戸

1,035戸

2,966戸

10,896,050円

10.564円

64,997円

73.479円

22,387.638円

33,432,728円

例 1(10,000円
×3年間)× 1/2-0円

例 2
(10,000円 ×3年間)× 1/2-5,000円

計  算  例    米 構1金は毎年10,000円としま丸

過去3年 H」 において、■枝書又は支」ムいを受けた共済全及び無事戻し金が負担したII令の1/2に満た

なかった場合は、3 ti「 1に納めた掛金の1 2を 限|■としてユ事F‐ し金が支i、わ
'し

ます.

過去 3年間で、共済金 無事戻 し金の支払が無かつた場合

無事戻 し金 15,000円

過去 3年間で、共済金が5,000円支払われた場合

無事戻 し金 10,000円

過去 3年間で、共済金30,000円 ・無事戻し金で5,000円が支払われた場合

例 3
無事戻 し金    0円(10,000円 ×3年間)× 1/2-35,000円

過去3年間において、十枝害丈よ支払いを受けた共済金が負担した111全の1/6に満たなかつたl.合

は、3年 間に納めた■1金の1/6を ■度として無事戻し令
"ゞ

支Jムわれま
―
≒

過去 3年間で、共済金の支払が無かつた場合

例 1(10,000円
×3年間)× 1/6-0円

例 2
(10,000円 ×3年間)× 1/6-5,000円

過去 3年間で、共済金が5,000円支払われた場合

無事戻 し金 5,000円

無事戻 し金    0円



ろっこう 第37号

「信
頼
の
き
ず
な
」
未
来
を
拓
く
運

動
の
広
報
活
動
の
一環
と
し
て
、
組
合

の
Ｐ
Ｒ
を
日
的
と
し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

，
ノ
ー
サ
イ
く
ん
は
い
つ
で
も
人
気
者
で
す
。

＞
二
日
間
に
渡
り

千
個
の
風
船
を
配
布
し
ま
し
た
。

本
年

度
は
、

１０
月

９
日

ヽ

‐０
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
鉾

田
市
の
鹿
島
灘
海
浜
公
園
で

開

催

さ
れ

た
、
「
鉾

円

う
ま

か
っ
ペ
フ
ェ
ス
タ
Ｈ
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

来
場
者
へ
風
船
の
無
料

配

布
を
行
い
、
地
域
の
方
々
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

▼とりのす保育園の「プリティーバンド」の演奏

▲女子高生と記念写真

0

5



ろっこう 第37号

「塚

原

卜

伝
Ｔ

…

…

鷹

市

塚
原
卜
伝
は
、
今
か
ら
約
五
百
年
前
の
、
戦
国
時
代

の
剣
一尿
で
す
。
延
徳
九
年

（
一
四
人
九
）
常
陸
国

（現
在

の
鹿
嶋
市
）
に
鹿
島
神
官
の
神
職
卜
部
吉
川
家
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
朝
孝

，
一も
た
か
）
と

い
い
、

塚
原
城
の
城
主
塚
原
土
佐
守
幹

，
」さ
の
か
み
や
す
も

と
）
の
家
に
養
子
に
行
き
、
塚
原
新
有
衛
門
高
幹

↑
し
ん

う
え
も
ん
た
か
も
と
）
と
名
乗

っ
た
。
卜
伝
は
生
涯
で

三
度
の
廻
国
修
行
を
し
て
い
る
。

通
説
と
な

っ
て
い
る
、
「
１９
度
に
及
ぶ
真
剣
の
試
合
、

３７
度
の
合
戦
に
お
い
て
、
１
度
も
不
覚
を
取
ら
ず
、
矢

傷
６
ヶ
所
以
外
に
傷
１
つ
受
け
ず
、
立
会

っ
て
敵
を
討
取
る
こ
と

２‐２
人
」
と
ま
さ
に
「生
涯

敗
れ
る
こ
と
な
し
」
で
あ

っ
た
。
卜
伝
は
廻
国
修
行
を
通
し
て
、
コ

の
大
刀
」
を
完
成
さ

せ
、
「
国
に
平
和
を
も
た
ら
す
剣
」
と
し
て
将
軍
足
利
義
輝
を
始
め
、
足
利
義
昭
、
細
川
藤

孝
な
ど
に
指
導
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
亀
二
年

■

五
七

一
）
８３
歳
で
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
が
、
甥
の
吉
川
晴
家
に
伝
え
ら
れ
、
「鹿
島
新
当
流
」
と
し
て
現
在
は
茨
城

県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

▲鹿島神官駅前の「塚原 卜伝 1の 像

:1‐罐撲写T

囁蒻譲||

NOSAI鹿 行を通じて地域の交流を広

げてみませんか !

毎年、研修会 講習会等を行い地域の女

性の方々との交流を深めております。どう

ぞ お誘い合わせのうえこ連絡ください。

…建物共済の加入者が所有する建物で 建物共済に加入して
いる建物rJ半壊以_ヒ (罹災証明書にて確認)の場合「災害
見舞金Jをお支I、い致します。

…0)火災共済カロ入者

Ш

平成 23年 11月 30日で終了と致します。

申請が消んでない方は期眼までに組合へ連絡下さい。

11月 11日 に女性の

会研修会 (東京方面)を予

定しております。後 日 通

知 行程表をお送りいたし

ますので、会員の皆様の参

力こをお待ちしております。

被害の程度   1    見舞金の額

全 壊    1    50000円
半 壊    1    30000円

●14合共済加入者

被害の程度   |  __ 昴箸金の額

損害割合 5%未 i高      ]0000円

i響
麒

機 ].



ろつこう 第37号

伝
統
行
事
・
・
二
盆

綱
」

男
女
合
わ
せ
て
九
名
の
子
供
た
ち
が
、
白
シ
ャ
ツ
　
白
バ
ン
ツ
　
鉢

巻
姿
で
集
ま
り
、
年
長
の
小
学
生
を
先
頭
に

「盆
綱
」
を
抱
え
て
各

戸
を
廻
り
、
家
の
庭
先
で
、
「盆
綱
」
を
上
へ
下
へ
と
放
り
投
げ
な

が
ら

「盆
綱
ば
っ
た
ら
し
よ
、
切
れ
た
ら
繋
げ
、
爺
さ
ん
婆
さ
ん
乗

せ
て
き
た
」
と
大
き
い
声
を
張
り
上
げ
な
が
ら
、
集
落
全
戸
を
約
二

一剛
号
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
イ
ズ
に
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
や
お
た
よ

り
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ぎ
い

ま
し
た
。

そ
の
中

よ

り

一
部

を

ご
紹

介

い
た
し
ま
す
。

★
　
先
日
、
茨
城
放
送

の
コ
マ
ー

シ

ャ

ル
で
農

業

共

済

組

合

は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
す
と
放
送
し
て
い

ま
し
た
ね
．【行

方
市
　
男
性
６３
才
】

★
　
こ
の
度
の
震
災
で
は
、
総
合
保

険
で
屋
根

の
修
理
が
出

来
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
お
世
話
様
で
し
た
．

【鉾
田
市
　
女
性
３９
才
】

時
間
か
け
て
廻
り
、
八
時
こ
ろ

に
終
了
し
た
。

年
長
の
子
供
た
ち
は
、
「疲
れ

た
け
ど
み
ん
な
に
有
難
う
と
言

わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と

大
汗
を
か
き
な
が
ら
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
会
会
長
は
、
「こ

の
伝
統
あ
る
行
事
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
後
世
に
伝
え
て
行
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

行
方
市
三
和
穴
瀬
地
区
で

は
、
毎
年
八
月
十
三
日
の
迎
盆

に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

「盆
綱
」

と
言
う
伝
統
行
事
が
残
さ
れ
て

い
る
。

「盆
綱
」
は
、
お
盆
に
小
学
生

が
中
心
と
な
り
、
仏
様
を
藁
で

編
ん
だ
龍
に
乗
せ
て
、
各
戸
を

廻
り
、
家
々
に
送
り
届
け
る
行

事
で
あ
る
。

十
三
日
の
夕
方
に
、
今
年
は

|●●′

‐

、

‐
ノ
　
　
′ノ

▲ 9名の子供たち

^大
きな声でがんばります

ノ
７
ヽ
「

★
　
人
７
や
、
い
つ
も
頭
か
ら
離
れ
な

い
の
に
政
界
　
震
茨
　
節
電
　
原

発
な
ど
、
ど
れ
を
と

っ
て
も
不
安

材
料
で
、
こ
の
先
ど
う
な
る
か
と

思
う
と
将
来
が
心
配
で
す
．
将
来

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
　
一ラ
の

あ
る
希
望
に
満
ち
た
将
来
を
約
束

し
た
い
も
の
で
す
ね
．　
一
日
も
早

い
問
題
の
解
決
を
望
み
ま
す
．

【鉾
田
市
　
男
性
７３
才
】

☆
　
鹿
行
地
区
の
旬
の
産
地
を
紹
介

，し
、
料
理
の
仕
方
や
イ
ン
ピ
等
を

一ろ
コ
」う
〓
、
紹
介
し
て
ド
さ
い

【鹿
嶋
市
　
女
性
５５
才
】

４

楡
ダ
・
蠅

麟‰
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募集予定人数  | 職 務 の 内 容

男子 若干名   農業災害補償法に基づき 本IF合わ▼〒う共済事業の実 lLに伴う業務

昭]'62F4F2日 以■に生まれたとで、高等■●卒業以■ 1卒業見込みの者を言む)の者iO[行方市 [■ にまこは

本拮地であるJ

■嘱託職員

募集予定人数 務 の 内 容 雇 用 期 間

女子 若干名
農業災害神償法に基づき 木組合が行う共済

事業の実施に伴う業務

]馬 3年の契約
口し 3●.=で契tを史新
すること|｀できる

昭
'こ

62年 4月 2P以降に生ま71た者て 高等学●卒■1ユ上 (巫羊見込み●者を言む )

/職員及び嘱託職員とも 普通自動草免許所有又は取碍見込みの者

履歴書 (組合所定の履歴書に 3ヶ月以内に撮影した無 1目の写真を貼る。)及び健康診断書を鹿行農業共済

組合総務課へ持参する。また、履歴書及び健康診断書は結果にかかわらず返却いたしません。

※組合所定の履歴書FJ組合に備え置いてありますので、応募にあたっては当組合総務課へお問い合わせの上、
応募してください。

平成 23年 10月 17日 (月 )から平成 23年 11月 25日 (金)の午F~8時 30分から午後 5時 15分まで

(■ 日曜日及び祝祭日は除く)とする。

■匿この答え

〔)番
目広事FTrゃ NosAに

311-2206
鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
　
一　
一

鹿
行
震
業
共
済
組
合

企

一回

課

行

一
輛
劇
同
円
〓

十
月
か
ら
始
ま
■
一
一ア
レ
一
ド
ラ
マ

一
塚
Л

Ｉ
伝
」
楽
し
く
鑑
賞
さ
せ
て
も
ら

，

すヽ
す
．

地
元
で
の
撮
影
も
あ

，
た
こ

」́も
あ

，
、

■
一ひ

Ｌ
も
言
視
崎
率
を
記
録
し
て
ほ
し
い
て
ｉ
ね
．

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
ｌ
一
はヽ
、
安
心
　
安
全
な
―Ｉ
Ｌ

:今年の 「うまかつペフェスダ 11」
ヽする

こ意見 こ要望
会場はどこだったでしょう ?

0鉾田総合運動公園
② ひたち海浜公園
0鹿島灘海浜公園

今回も3択です、番号でお答え下さい。

◆ 応募方法
はがきて、左記事項を必す記入の上、鹿行農業共済組合
企画課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたして

J・ ります。正解者の中から抽選でオH品 をブレゼン トいた

します。
/,言言●[^|■ F ■■●

=延
■●■■■■■進 [■■F月■t,ます

◆締切
平成 23年 12月 20日 (当 日,に E口 有効)

◆ メールアドレス
qulz@nosa rokko orip

■住 所

■氏 名

■年 歯令

|

■電話番号

■計 業

振
林
キ
引
き
続
き
お
動

め
し
て
お
り
ま

Ｆ
．

皆
存

か
ら
の
情

報

や

ゃ
一ｔｉ
日一
　
　
ご
一軍
＾
一
一
一

，
，，
・

お
一侍
ち
し
て
お
―
ま
十
●

'キ

ー‐

シ`■|・


